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国⽴⼤学法⼈ガバナンス・コードにかかる適合状況等に関する報告書（2021 年度）
様式

作成⽇ 2021/10/27
最終更新⽇ 2021/10/27

記載事項
更新の
有無

記載欄

情報基準⽇ 2021/10/27
国⽴⼤学法⼈名 国⽴⼤学法⼈名古屋⼯業⼤学
法⼈の⻑の⽒名 ⽊下 隆利
問い合わせ先 総務課（052-735-5000、E-mail：soumuka.kakari@adm.nitech.ac.jp）
URL https://www.nitech.ac.jp/

【本報告書に関する経営協議会及び監事等の確認状況】

記載事項
更新の
有無

記載欄

経営協議会による確認 2021年 9⽉ 16 ⽇開催の経営協議会（2021-第 2 回）にて適合状況につ
いて説明し、9 ⽉ 28 ⽇までの期間を設けて意⾒聴取を⾏った。
経営協議会の意⾒及びその対応については、以下のとおり。

【意⾒】
ガバナンス・コードを積極的に⼤学の運営等に活かしていくことを期待
したい。
【対応】
社会からの理解と信頼を得るべくガバナンス・コードの適合状況を点検
し、第 4期中期⽬標・中期計画を念頭におきつつ、ガバナンス強化に努
めていく。

監事による確認 2021年 9⽉ 16 ⽇開催の経営協議会（2021-第 2 回）及び 9⽉ 22 ⽇打
合せにて適合状況について説明を⾏い、9⽉ 23 ⽇付⽂書にて意⾒の提
出があった。
監事の意⾒及びその対応については、以下のとおり。

（１）【原則１−１ 国⽴⼤学法⼈のミッションを踏まえたビジョン、
⽬標・戦略の策定】、【原則２−１−２ 法⼈の⻑のリーダーシップ】、
【補充原則２−１−２②】及び【基本原則４ 社会との連携・協働及び
情報の公表】
【意⾒】
今年度から、本学の将来像、教育研究の充実・推進⽅策、中京地域産業
界との連携⽅策等について広く意⾒を求める試みとして、学外の産学官

https://www.nitech.ac.jp/
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⾦の関係者が参加する「名古屋⼯業⼤学ステークホルダー懇談会」を新
たに開催している。連携・協働を実り豊かなものにするためにも、今後
の継続開催を期待したい。
【対応】
本学が⽬指す「中京地域産業界との共創」を実現するためにはステーク
ホルダーの意⾒が不可⽋と考えるため、次年度以降も継続する予定であ
る。

（２）【補充原則１−３③】
【意⾒】
２０２１年８⽉２０⽇付総合戦略本部決定により、教職員に関する⼈事
⽅針を策定したが、⻑期的な展望の下で、⻑期⽬標値及び中期⽬標値を
設定するなどして、⽬標実現に向けたプロセスを可能な限り数字によっ
て可視化して、着実な実現を図ろうとするものといえ、組織の内外への
アピールとしても、評価することができる。
【対応】
⼈事⽅針については、⽬標の実現に向けて努めるとともに、常に変化す
る社会情勢及びステークホルダーの意向等に対応するため、必要に応じ
て適宜⾒直しを⾏っていく。

（３）【補充原則４−２①】
【意⾒】
外部の通報窓⼝について、現状ではハラスメント相談を対象とするもの
のみ設置しているが、通報者の匿名性を確保し、法⼈経営上のリスクに
係る情報を把握する機会をさらに拡充する観点からも、通報内容の対象
拡⼤は、是⾮、実現すべきである。
【対応】
外部の公益通報窓⼝として委託先の検討を進め、今年度中に外部窓⼝設
置を⽬指す。

（４）全体
【意⾒】
各コードに対する適合状況の説明が、昨年度より詳細になり、読んで判
りやすくなった。社会への説明責任を果たすというガバナンス・コード
の趣旨に適う対応といえる。
【対応】
引き続き、適合状況の説明を丁寧に記述し、社会への説明責任を果たし
ていく。

その他の⽅法による確認
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【国⽴⼤学法⼈ガバナンス・コードの実施状況】

記載事項
更新の
有無

記載欄

ガバナンス・コードの
各原則の実施状況

当法⼈は、各原則をすべて実施しています。

ガバナンス・コードの
各原則を実施しない理
由⼜は今後の実施予定
等
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【国⽴⼤学法⼈ガバナンス・コードの各原則に基づく公表内容】

記載事項
更新の
有無

記載欄

原則１−１
ビジョン、⽬標及び戦略
を実現するための道筋

本学は、ミッションである「名古屋⼯業⼤学憲章」を踏まえ、総合戦略本部
が主体となってビジョン、⽬標・戦略を策定している。それらの策定に当た
っては、産学官教育連携会議、ステークホルダー懇談会、運営会議、経営協
議会、教育研究評議会の意⾒を聴きながら社会の要請の把握に努めている。
また、策定したビジョン、⽬標・戦略は、実現するための道筋を含め、経営
協議会、教育研究評議会の審議を経て、中期⽬標・中期計画及び年度計画と
して公表している。
〇名古屋⼯業⼤学憲章（2012 年 1 ⽉策定）
名古屋⼯業⼤学憲章/nitech.ac.jp

〇中期⽬標・中期計画及び年度計画
中期⽬標・中期計画及び年度計画/nitech.ac.jp

補充原則１−２④
⽬標・戦略の進捗状況と
検証結果及びそれを基に
改善に反映させた結果等

本学は、総合戦略本部にて⽬標・戦略の進捗状況と検証結果を踏まえた年度
計画を定めるとともに、各年度の実績をまとめた「業務の実績に関する報告
書」を本学ホームページ上で公表している。
〇業務の実績に関する報告書
中期⽬標・中期計画及び年度計画/nitech.ac.jp

補充原則１−３⑥（１）
経営及び教学運営双⽅に
係る各組織等の権限と責
任の体制

本学は、経営及び教学運営双⽅に係る各組織等の権限と責任の体制につい
て、以下のとおり定めるとともに、ホームページ上で公表している。

《経営組織》
・役員会
役員会規則第 3 条において、次に掲げる役員をもって組織することを定めて
いる。
 ⼀ 学⻑
 ⼆ 理事
また、第 2 条において、審議事項を以下のとおり定めている。
 ⼀ 中期⽬標についての意⾒及び年度計画に関する事項
 ⼆ 法により⽂部科学⼤⾂の認可⼜は承認を受けなければならない事項
 三 予算の作成及び執⾏並びに決算に関する事項
 四 ⼤学，学部，学科その他の重要な組織の設置⼜は廃⽌に関する事項
 五 その他役員会が定める重要事項
〇役員会規則
役員会規則/nitech.ac.jp

・経営協議会
経営協議会規則第 3 条において、次に掲げる委員をもって組織することを定
めている。
 ⼀ 学⻑

https://www.nitech.ac.jp/intro/rinen.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%BD%B9%E5%93%A1%E4%BC%9A%E8%A6%8F%E5%89%87.html
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 ⼆ 理事
 三 学⻑が指名する副学⻑
 四 学⻑が指名する職員若⼲名
 五 法⼈の役員⼜は職員以外の者で⼤学に関し広くかつ⾼い識⾒を有する

もののうちから，教育研究評議会の意⾒を聴いて学⻑が任命するもの
また、第 2 条において審議事項を以下のとおり定めている。
 ⼀ 中期⽬標についての意⾒に関する事項のうち，法⼈の経営に関するも

の
 ⼆ 中期計画及び年度計画に関する事項のうち，法⼈の経営に関するもの
 三 学則（法⼈の経営に関する部分に限る。），会計規程，役員に対する報

酬及び退職⼿当の⽀給の基準，職員の給与及び退職⼿当の⽀給の基準
その他の経営に係る重要な規則の制定⼜は改廃に関する事項

 四 予算の作成及び執⾏並びに決算に関する事項
 五 組織及び運営の状況について⾃ら⾏う点検及び評価に関する事項
 六 その他法⼈の経営に関する重要事項
〇経営協議会規則
経営協議会規則/nitech.ac.jp

《教学運営》
・教育研究評議会
教育研究評議会規則第 3条において、次に掲げる評議員をもって組織するこ
とを定めている。
 ⼀ 学⻑
 ⼆ 理事
 三 副学⻑
 四 図書館⻑
 五 領域⻑（グローバル領域⻑は除く。）
 六 教育類⻑
 七 保健センター⻑，情報基盤センター⻑，⼯学教育総合センター⻑，創

造⼯学教育推進センター⻑，ものづくりテクノセンター⻑，留学⽣セ
ンター⻑，コミュニティ創成教育研究センター⻑，オプトバイオテク
ノロジー研究センター⻑，先進セラミックス研究センター⻑，窒化物
半導体マルチビジネス創⽣センター⻑，極微デバイス次世代材料研究
センター⻑，先進⽣産技術研究センター⻑，先端医⽤物理・情報⼯学
研究センター⻑，NITech AI研究センター⻑，⾼度防災⼯学研究セン
ター⻑，未来通信研究センター⻑，ダイバーシティ推進センター⻑及
び若⼿研究イノベータ養成センター⻑の中から教育研究評議会が定め
る者 １名

 ⼋ その他教育研究評議会が定めるところにより学⻑が指名する職員 若
⼲名

また、第 2 条において審議事項を以下のとおり定めている。

https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E7%B5%8C%E5%96%B6%E5%8D%94%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E8%A6%8F%E5%89%87.html
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 ⼀ 中期⽬標についての意⾒に関する事項（法⼈の経営に関するものを除
く。）

 ⼆ 中期計画及び年度計画に関する事項（法⼈の経営に関するものを除
く。）

 三 学則（法⼈の経営に関する部分を除く。）その他の教育研究に係る重
要な規則の制定⼜は改廃に関する事項

 四 教員⼈事に関する事項
 五 教育課程の編成に関する⽅針に係る事項
 六 学⽣の円滑な修学等を⽀援するために必要な助⾔，指導その他の援助

に関する事項
 七 学⽣の⼊学，卒業⼜は課程の修了その他学⽣の在籍に関する⽅針及び

学位の授与に関する⽅針に係る事項
 ⼋ 教育及び研究の状況について⾃ら⾏う点検及び評価に関する事項
 九 その他教育研究に関する重要事項
〇教育研究評議会規則
教育研究評議会規則/nitech.ac.jp

補充原則１−３⑥（２）
教員・職員の適切な年齢
構成の実現、性別・国際
性・障がいの有無等の観
点でのダイバーシティの
確保等を含めた総合的な
⼈事⽅針

本学は、望ましい教職員構成を実現し、安定的に維持していくため、⻑期的
な展望の下で⻑期⽬標値、中期⽬標値を設定した総合的な⼈事⽅針を策定し
ている。当⼈事⽅針には、教員・職員の適切な年齢構成の実現、性別・国際
性・障がいの有無等の観点でのダイバーシティの確保等が含まれている。
〇総合的な⼈事⽅針
名古屋⼯業⼤学の教職員に関する⼈事⽅針/nitech.ac.jp

補充原則１−３⑥（３）
⾃らの価値を最⼤化する
べく⾏う活動のために必
要な⽀出額を勘案し、そ
の⽀出を賄える収⼊の⾒
通しを含めた中期的な財
務計画

本学は、中期計画において、⾃らの価値を最⼤化するべく⾏う活動のために
必要な⽀出額を勘案し、その⽀出を賄える収⼊の⾒通しを含めた中期的な財
務計画を策定している。
〇中期⽬標・中期計画
中期⽬標・中期計画及び年度計画/nitech.ac.jp

 Ⅲ 財務内容の改善に関する⽬標
 １ 外部研究資⾦、寄附⾦その他の⾃⼰収⼊の増加に関する⽬標
  ①社会・産業界が求めるイノベーション創出等に繋がる実践的研究の推

進により、外部研究資⾦の獲得を⽬指す
  ②本学卒業⽣をはじめ地域産業界との連携を強化することにより、寄附

⾦等の増加を図る
 ２ 経費の抑制に関する⽬標
  ①既に実施している経費削減の取組を検証しつつ、さらなる経費の抑制

を図る
 ３ 資産の運⽤管理の改善に関する⽬標
  ①⼤学が保有する資産の効果的・有効的な運⽤を組織的に⾏う
  ②退職者数の予測シミュレーションを⾏い、安定的な資産運⽤の⼀助と

している

https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E6%95%99%E8%82%B2%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%A9%95%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/files/kyosyoku_jinji_hoshin.pdf
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html
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補充原則１−３⑥（４）
及び補充原則４−１③
教育研究の費⽤及び成果
等（法⼈の活動状況や資
⾦の使⽤状況等）

本学は、財務諸表を毎年度ホームページ上で公表するほか、本学に対するよ
り⼀層の理解と本学構成員における財務的課題の認識を深め、より良い⼤学
運営に資することを⽬的とし、財務諸表だけでは⾒えない財政状態と運営状
況を分かりやすく伝えるための財務レポートを作成し、公表している。
また、教育・研究に係る費⽤及び成果等についてステークホルダーを対象に
報告する「教育研究活動報告会」を毎年度開催し、その資料をホームページ
上で公表している。
〇財務諸表、財務レポート、教育研究活動報告会資料
事業年度別財務諸表/nitech.ac.jp

補充原則１−４②
法⼈経営を担いうる⼈材
を計画的に育成するため
の⽅針

本学は、学⻑を補佐するポストとして、理事、副理事、副学⻑、学⻑特別補
佐を置いており、法⼈経営の⼀端を担うポストを経験させるとともに、国⽴
⼤学協会が実施するユニバーシティデザインワークショップ等の経営⼈材を
育成するための多様な啓発の機会に積極的かつ計画的に参加させる等によ
り、次代の経営⼈材を育成している。また、経営⼈材の育成に関する⽅針を
含む「名古屋⼯業⼤学の教職員に関する⼈事⽅針」をホームページ上で公表
しており、当該⼈事⽅針の中で、その実現状況をフォローアップすることを
定めている。
〇名古屋⼯業⼤学の教職員に関する⼈事⽅針
名古屋⼯業⼤学の教職員に関する⼈事⽅針/nitech.ac.jp

原則２−１−３
理事や副学⻑等の法⼈の
⻑を補佐するための⼈材
の責任・権限等

本学は、理事、副理事及び副学⻑においては学⻑が定める職務を担える⼈材
を、学⻑特別補佐においては学⻑から指⽰された特定の業務を担える⼈材を
選任・配置している。加えて、⾮常勤の学外理事、事務局⻑を兼任する副理
事を配置し、意思決定や業務執⾏をサポートする体制を整備している。ま
た、理事や副学⻑等の法⼈の⻑を補佐するための⼈材の責任・権限等はそれ
ぞれの規則において規定しており、学⻑が定める担当職務・業務とともにホ
ームページ上で公表している。
〇理事規則
理事規則/nitech.ac.jp

〇副理事規則
副理事規則/nitech.ac.jp

〇副学⻑規則
副学⻑規則/nitech.ac.jp

〇学⻑補佐及び学⻑特別補佐規則
学⻑補佐及び学⻑特別補佐規則/nitech.ac.jp

〇理事、副学⻑、学⻑補佐及び学⻑特別補佐の担当業務
役職員/nitech.ac.jp

原則２−２−１
役員会の議事録

本学は、法⼈の重要事項について、総合戦略室、運営会議等において⼗分な
検討・討議を⾏った上で教育研究評議会等にて審議し、役員会に付議してい
る。また、役員会に監事が陪席し、必要に応じて意⾒を聴くことで学⻑の意
思決定を⽀え、法⼈の適正な経営を確保している。役員会は国⽴⼤学法⼈法
で定める事項について適時かつ迅速な審議を⾏うために、必要に応じて適宜

https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/files/kyosyoku_jinji_hoshin.pdf
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E7%90%86%E4%BA%8B%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%B3%95%E4%BA%BA%E5%90%8D%E5%8F%A4%E5%B1%8B%E5%B7%A5%E6%A5%AD%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%89%AF%E7%90%86%E4%BA%8B%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%89%AF%E5%AD%A6%E9%95%B7%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%AD%A6%E9%95%B7%E8%A3%9C%E4%BD%90%E5%8F%8A%E3%81%B3%E5%AD%A6%E9%95%B7%E7%89%B9%E5%88%A5%E8%A3%9C%E4%BD%90%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/officer.html
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開催し、議事要旨をホームページ上で公表している。
〇役員会議事要旨
役員会/nitech.ac.jp

原則２−３−２
外部の経験を有する⼈材
を求める観点及び登⽤の
状況

本学は、⺠間企業、他の教育研究機関等外部の経験を有する外部理事及び副
理事を登⽤している。また、ダイバーシティ推進センター、産学官⾦連携機
構等においても、外部の経験を有する⼈材を積極的に登⽤し、産学官⾦連
携･社会連携担当副学⻑、ダイバーシティ推進担当副学⻑と連携することに
よって、その経験と知⾒を法⼈経営に活⽤し、経営層の厚みを確保してい
る。
理事については理事規則において、理事候補者の資格として「⼈格が⾼潔
で、学識が優れ、かつ、⼤学における教育研究活動を適切かつ効果的に運営
することができる能⼒を有する者でなければならない。」と規定し、副理事
については副理事規則において「⼤学の経営⼜は教育研究等に広くかつ⾼い
⾒識を有する者」のうちから選考を⾏うことを規定しており、登⽤状況につ
いてはホームページ上で公表している。
教員の公募の際も、⽂⾔の中に多様性を重視した教育・研究・就業環境の整
備を推進すること、⼥性や外国⼈などを積極的に採⽤することなどを必ず盛
り込んでいる。
ダイバーシティ確保の状況等については中期⽬標・中期計画及び年度計画に
てホームページ上で公表している。
〇理事規則
理事規則/nitech.ac.jp

〇副理事規則
副理事規則/nitech.ac.jp

〇役職員
役職員/nitech.ac.jp

〇ダイバーシティ確保の状況等
中期⽬標・中期計画及び年度計画/nitech.ac.jp

補充原則３−１−１①
経営協議会の外部委員に
係る選考⽅針及び外部委
員が役割を果たすための
運営⽅法の⼯夫

経営協議会の学外委員の選任に当たっては、多様な関係者からの幅広い意⾒
と知⾒を積極的に法⼈経営に反映させることを踏まえて、規則に「⼤学に関
し広くかつ⾼い識⾒を有する者」と定めており、本学の卒業⽣、産業界・経
済界（企業等の経営に⾼い識⾒を有する者）、教育界（⼤学経営に⾼い識⾒
を有する者）、官界（地元⾃治体の⾸⻑⼜はこれを補佐する者）、法曹界（弁
護⼠）、その他学⻑が必要と認めた者から適宜選考している。
当会議の運営については、前年度中に開催⽇程を提⽰し、会議を Webで開
催することにより学外委員が出席しやすい⽅策を講じている。また、学外委
員が議題の内容を理解した上で会議に参加できるよう会議資料を事前に送付
するとともに、会議では「最近の本学の取組み等」として⼤学のイベントや
研究成果、教職員・学⽣等の受賞等の情報を提供することで、規則に規定さ
れている審議事項以外でも意⾒交換できるよう努めている。
以上の取組みにより、産業界や関係⾃治体等を含む多様な関係者から法⼈に

https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/yakuinkai.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E7%90%86%E4%BA%8B%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%B3%95%E4%BA%BA%E5%90%8D%E5%8F%A4%E5%B1%8B%E5%B7%A5%E6%A5%AD%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%89%AF%E7%90%86%E4%BA%8B%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/officer.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html
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期待する事項を的確に把握し法⼈経営に活かす⼯夫を⾏っている。また、学
外委員からの意⾒を活⽤した事例を次年度第 1 回の経営協議会にて報告し、
ホームページ上で公表している。
〇経営協議会規則
経営協議会規則/nitech.ac.jp

〇学外委員の選考⽅針、運営⽅法の⼯夫、意⾒を活⽤した事例
経営協議会/nitech.ac.jp

補充原則３−３−１①
法⼈の⻑の選考基準、選
考結果、選考過程及び選
考理由

学⻑の選考に当たって学⻑選考会議は、当会議において定めた学⻑に必要と
される資質・能⼒に関する基準「国⽴⼤学法⼈名古屋⼯業⼤学学⻑選考基
準」を踏まえ、提出のあった書類、所信表明、意向調査の結果及びヒアリン
グ内容を総合的に判断・協議の上、最終学⻑候補者を決定している。このこ
とにより、学⻑選考会議は⾃らの権限と責任において慎重かつ必要な議論を
尽くし、適正に選考を⾏っている。また、基準、選考結果、選考過程及び選
考理由は次期学⻑最終候補者の決定後、直ちに記者会⾒を⾏うとともに、ホ
ームページで公表している。
〇学⻑選考基準、学⻑選考情報
学⻑選考会議/nitech.ac.jp

補充原則３−３−１②
法⼈の⻑の再任の可否及
び再任を可能とする場合
の上限設定の有無

学⻑の任期については、学⻑選考等規程において「学⻑の任期は、４年と
し、再任を妨げない。ただし、再任された場合の任期は、２年とし、引き続
き６年を超えることができない。」と規定している。2020 年度第 1 回学⻑選
考会議にて、規定されている任期は、本学のミッションを実現するために学
⻑が安定的にリーダーシップを発揮できる適切な期間であるか、また、再任
の可否や再任を可能とする場合の上限設定は適切であるか審議し、現状どお
りとすることが承認された。学⻑の任期を規定している学⻑選考等規程及び
2020年度第 1 回学⻑選考会議議事要旨はホームページ上で公表している。
〇学⻑選考等規程
学⻑選考等規程/nitech.ac.jp

〇2020 年度第 1 回学⻑選考会議議事要旨
2020 年度第 1 回学⻑選考会議議事要旨/nitech.ac.jp

原則３−３−２
法⼈の⻑の解任を申し出
るための⼿続き

本学は、学⻑選考会議規則第 2 条において「学⻑の解任の申出に関する事
項」を学⻑選考会議の任務として規定しており、解任に係る詳細な⼿続きは
学⻑選考等規程第 16 条から第 21 条、学⻑選考等実施細則第 13 条から第 16
条において定め、同規則等はホームページ上で公表している。
〇学⻑選考会議規則
学⻑選考会議規則/nitech.ac.jp

〇学⻑選考等規程
学⻑選考等規程/nitech.ac.jp

〇学⻑選考等実施細則
学⻑選考等実施細則/nitech.ac.jp

補充原則３−３−３②
法⼈の⻑の業務執⾏状況

本学学⻑選考会議は、「学⻑の業務執⾏状況の確認に関する申合せ」に基づ
き、就任の⽇から 2 年⽬及び 4年⽬に業務執⾏状況の確認を実施し、その

https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E7%B5%8C%E5%96%B6%E5%8D%94%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/kyogikai.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/gakucho_com.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%AD%A6%E9%95%B7%E9%81%B8%E8%80%83%E7%AD%89%E8%A6%8F%E7%A8%8B.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/files/gakucho2020-01.pdf
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%AD%A6%E9%95%B7%E9%81%B8%E8%80%83%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E8%A6%8F%E5%89%87.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%AD%A6%E9%95%B7%E9%81%B8%E8%80%83%E7%AD%89%E8%A6%8F%E7%A8%8B.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%AD%A6%E9%95%B7%E9%81%B8%E8%80%83%E7%AD%89%E5%AE%9F%E6%96%BD%E7%B4%B0%E5%89%87.html
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に係る任期途中の評価結
果

結果を学⻑本⼈に提⽰し、学⻑に対して今後の法⼈経営に向けた⽀援及び助
⾔を⾏うこととしている。また、業務執⾏状況の確認結果についてはホーム
ページ上で公表している。
〇学⻑の業務執⾏状況の確認に関する申合せ
学⻑の業務執⾏状況の確認に関する申合せ/nitech.ac.jp

〇学⻑の業務執⾏状況の確認結果
学⻑の業務執⾏状況の確認結果/nitech.ac.jp

原則３−３−４
⼤学総括理事を置く場
合、その検討結果に⾄っ
た理由

本学学⻑選考会議は、2020 年度第 1回学⻑選考会議において、本学が最も
経営⼒を発揮できる体制の在り⽅を検討した結果、経営と教学を分離する必
要性があるとの結論には達しなかったため、⼤学総括理事を置かないことを
決定した。また、⼤学総括理事を置くかどうかは、⼤学の状況を踏まえたう
えで、必要に応じて検討する。
〇2020 年度第 1 回学⻑選考会議議事要旨

2020 年度第 1 回学⻑選考会議議事要旨/nitech.ac.jp
基本原則４及び原則４−
２
内部統制の仕組み、運⽤
体制及び⾒直しの状況

本学は、業務⽅法書第 2条において、内部統制システムを整備し、継続的に
⾒直しを図るとともに、役職員への周知や研修の実施、必要な情報システム
の更新に努めることを規定している。また、同⽅法書第 3 条において、内部
統制システムに関する事務を統括する役職員その他の内部統制システムの整
備の推進のための体制について決定、内部統制システムに関する事務を統括
する役員に対し、モニタリングの結果報告その他必要な報告が定期的に⾏わ
れることを確保することを規定している。この第 3条の規定の下、「内部統
制推進に関する体制等について」を定め、内部統制の推進及び体制整備に関
する重要事項を審議する委員会として内部統制委員会を置き、⽉ 1 回開催さ
れる運営会議をもって充てることを定めており、改善の必要があると認める
取組がある場合には、当該取組の改善策を内部統制委員会において審議し、
常に適切な内部統制体制となるよう継続的に⾒直しを図ることとしている。
業務⽅法書及び「内部統制推進に関する体制等について」はホームページ上
で公表している。
〇業務⽅法書
業務⽅法書/nitech.ac.jp

〇内部統制推進に関する体制等について
内部統制推進に関する体制等について/nitech.ac.jp

原則４−１
法⼈経営、教育・研究・
社会貢献活動に係る様々
な情報をわかりやすく公
表する⼯夫

本学は、ホームページ上に「情報公開・提供」のページを設け、法令に基づ
く情報公開を適切に実施し、多様な者からの理解と⽀持を得るために透明性
を確保している。また、法⼈経営、教育・研究・社会貢献活動に係る様々な
情報についてもホームページ上に分かりやすく公表しており、他にも⼤学概
要等の冊⼦、YouTube 等の SNS 等の情報発信ツールを活⽤することで、多
様な者に、より多くの本学の情報を届けられるよう努めている。
〇法令に基づく情報公開
情報公開・提供/nitech.ac.jp

〇法⼈経営

https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/files/gyomu_moushiawase_h271119.pdf
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/gakucho_com.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/files/gakucho2020-01.pdf
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E6%A5%AD%E5%8B%99%E6%96%B9%E6%B3%95%E6%9B%B8.html
https://kisoku.web.nitech.ac.jp/kisoku/%E5%86%85%E9%83%A8%E7%B5%B1%E5%88%B6%E6%8E%A8%E9%80%B2%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E4%BD%93%E5%88%B6%E7%AD%89%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.html
https://www.nitech.ac.jp/release/index.html
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⼤学紹介/nitech.ac.jp
〇教育
教育・学部・⼤学院・センター/nitech.ac.jp

〇研究
産学官連携・研究/nitech.ac.jp

〇社会貢献活動
⼀般の⽅へ/nitech.ac.jp
名古屋⼯業⼤学研究協⼒会/nitech.ac.jp

〇⼤学ＳＮＳ
ソーシャルメディアアカウント/nitech.ac.jp

補充原則４−１①
対象に応じた適切な内
容・⽅法による公表の実
施状況

本学では、最新の情報はホームページのトップページ「News & Topics」へ
の掲載、プレスリリースにより公表し、⼤学概要等の恒常的な情報はホーム
ページ上でカテゴリー毎に掲載、各種刊⾏物により公表しており、⽬的、意
味を考え、適切な公表内容・⽅法の選択に努めている。また、ホームページ
は複数のカテゴリーを設けており、内容別（⼤学紹介、情報公開・提供、⼊
試案内、教育・学部・⼤学院・センター、産学官連携・研究、就職・キャリ
ア・学⽣⽣活、国際交流）、対象別（受験⽣、在学⽣、卒業⽣、企業・研究
者、地域・⼀般）にまとめたページを作成することで、対象に応じた適切な
内容を選択し公表している。
〇ホームページ
国⽴⼤学法⼈名古屋⼯業⼤学/nitech.ac.jp

補充原則４−１②
学⽣が享受できた教育成
果を⽰す情報

本学は、ホームページ上において、学⽣がどのような教育成果を享受するこ
とができたのかを⽰す情報について、次のとおり公表している。
〇学⽣が⼤学で⾝につけることができる能⼒とその根拠
ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の⽅針）により本学の卒業・修
了⽣が⾝につけるべき資質・能⼒を⽰し、その⽬標を達成することを課して
いる。また、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の⽅針）により
その能⼒・資質を⾝につけるための具体的な学修⽅法・学修課程、学修成果
の評価の在り⽅等を⽰し、実施している。
「ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー」
ポリシー/nitech.ac.jp

〇学⽣の満⾜度
学⽣による授業評価を毎年度実施し、その集計結果を全科⽬、学年別、所属
学科・専攻別、授業科⽬区分・授業専攻別に公表している。
「学⽣による授業評価」
評価に関する情報/nitech.ac.jp

〇学⽣の進路状況
学⽣の進学・就職状況（進学先、進学率、就職先、就職率）を毎年度公表し
ている。
「就職・キャリア」
就職・キャリア/nitech.ac.jp

https://www.nitech.ac.jp/intro/index.html
https://www.nitech.ac.jp/edu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/research/index.html
https://www.nitech.ac.jp/guest/ippan.html
https://www.nitech.ac.jp/research/partner.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/socialmedia/index.html
https://www.nitech.ac.jp/index.html
https://www.nitech.ac.jp/edu/policy.html
https://www.nitech.ac.jp/release/hyoka.html
https://www.nitech.ac.jp/campus/employment/index.html
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法⼈のガバナンスにかか
る法令等に基づく公表事
項

■独⽴⾏政法⼈等の保有する情報の公開に関する法律第 22 条に規定する情
報

１．当該独⽴⾏政法⼈等の組織、業務及び財務に関する基礎的な情報
⼤学概要/nitech.ac.jp
法⼈情報/nitech.ac.jp

２．当該独⽴⾏政法⼈等の組織、業務及び財務についての評価及び監査に関
する情報
評価（中期⽬標・中期計画及び年度計画）/nitech.ac.jp
監査（事業年度別財務諸表）/nitech.ac.jp

３．当該独⽴⾏政法⼈等の出資⼜は拠出に係る法⼈その他の政令で定める法
⼈に関する基礎的な情報
事業年度別財務諸表/nitech.ac.jp

https://www.nitech.ac.jp/intro/about/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html

